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|「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部」
の
ね
ら

、
ま。
し
i社

会
で
は、
D
x
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン）
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す。
東
大
に
は
様
々
な

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す
が、
定

員
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る。
性

別
や
年
齢、
地
域
に
関
係
な
く、
広
く

教
育
を
提
供
し
て
人
材
を
育
成
し
た

い。
な
ら
ば
み
ん
な
で
メ
タ
バ
ー
ス
と

い
う
世
界
に
引
っ
越
し
て、
桁
違
い
の

数
の
人
々
が
学
べ
る
新
し
い
教
育
空
間

を
創
り
出
そ
う
と
な
っ
た
わ
け
で
す。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す。

ー
特
に
女
性
に
学
ん
で
欲
し
い
そ

う
で
す
ね。

理
工
系
を
専
攻
す
る
女
性
の
学
生

は、
全
国
で
わ
ず
か
7
%。
そ
の
中
で

も
工
学
は
男
性
の
世
界
と
い
う
印
象
が

ま
だ
強
く、
学
問
の
先
端
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
女
性
に
広
く
知
ら
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い。
実
際、
東
大
工
学

部
生
の
女
性
の
割
合
は
約
12
％
で
す。

昨
年
か
ら
全
国
の
私
立
女
子
中
高
や
公

ト上で広く提供DX人材育成

染
谷
隆
夫
さ
ん
に
聞
く

五器言
g

立
高
校
を
約
20
校
訪
問
し
ま
し
た。
理

工
系
に
進
ま
な
い
理
由
な
ど
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て、
工
学
系
に
進
ん
だ
後
の
キ

ャ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た。

工
学
系
と
い
っ
て
も、
情
報
や
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
分
野
も
あ
る。
学
部
や
大

学
院
で
の
学
び、
就
職、
入
社
後
の
キ

ャ
リ
ア
や
家
庭
と
の
両
立
ま
で
思
い
描

け
る
よ
う
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
で
は

「
工
学
キ
ャ
リ
ア
総
合
情
報
サ
イ
ト」

で
産
業
界
も
巻
き
込
ん
で
情
報
発
信
し

ま
す。ー

国
際
社
会
と
比
較
し
て
日
本
の

工
学
は
ど
う
で
す
か。

D
X
人
材
の
育
成
も
欧
米
よ
り
か
な

り
遅
れ
て
い
ま
す
が、
理
工
系
の
女
性

研
究
者
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
起
業
す
る
例
も
少
な

い。
東
大
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

は、
毎
年
40
社
ぐ
ら
い
増
え
て、
現
在

は
約
4
8
0
社。
う
ち
25
社
は
株
式
上

場
し
て、
ト
ッ
プ
5
社
の
時
価
総
額
は

昨
年
1
月
時
点
で
約
1.
5
兆
円
で
し

た。
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど
に

東
京
大
学
が
23
日、
「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部」
を
開
設
す
る。
性
別
や
年
齢、
居
住
地

域
に
関
係
な
く、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間
「
メ
タ
バ
ー
ス」
な
ど
で
工
学
系
の

専
門
教
育
を
受
け
ら
れ
る
「
新
学
部」
だ。
ど
ん
な
狙
い
が
あ
る
の
か、
東
大
工
学
部
長

・
同
大
学
院
工
学
系
研
究
科
長
の
染
谷
隆
夫
さ
ん
に
聞
い
た。

は
及
ば
な
い
で
す
が、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ（
起
業
家
精
神）
の
講
座
も

メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
で
提
供
し
ま
す。

ー
社
会
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

あ
る
そ
う
で
す
ね。

中
高
生
に
は、
「
ジ
ュ
ニ
ア
工
学」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す。
た

だ、
若
者
だ
け
で
は
日
本
の
D
X
人
材

不
足
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん。
社
会
人
に

は
修
了
証
を
出
す
複
数
回
の
コ
ー
ス
を

提
供
し
ま
す。

ー
こ
れ
か
ら
め
さ
す
工
学
部
の
姿

ま。i
 メ

タ
バ
ー
ス
工
学
部
は、
い
わ
ば

「
工
学
部
の
拡
張」
で
す。
私
は
半
導
体

工
学
が
専
門
で
す
が、
か
つ
て
は
基
礎

的
な
こ
と
を
研
究
し
て
い
く
の
が
大
学

の
役
割
で
し
た。
で
も、
い
ま
や
社
会

課
題
の
解
決
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る。

一
方
で、
基
礎
研
究
の
重
要
性
は
今
後

も
変
わ
り
ま
せ
ん。
「
知
の
泉」
を
枯
れ

さ
せ
な
い
た
め
に
は、
新
し
い
役
割
は

企
業
な
ど
と
連
携
し
て、
多
く
の
人
と

一
緒
に
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る。

メ
タ
バ
ー
ス
は
積
梱
的
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
が、
技
術
は
あ
く
ま
で
手
段

で
す。
よ
り
多
く
の
人
に
学
び
を
提
供

し、
社
会
課
題
の
解
決
に
挑
戦
す
る
人

を
増
や
す
こ
と
が
重
要。
A
I
な
ど
が

人
間
に
代
わ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ、
人

間
の
幸
せ
や
夢
を
ど
う
実
現
す
る
か、

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
と一
緒
に
学

び
な
が
ら
考
え
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す。（

聞
き
手
・

編
集
委
員

宮
坂
麻
子）

朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
る　

承
諾
番
号
：2

2
-
2
6
3
4

東
大
「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
」
、
狙
い
は　

工
学
部
長
・
染
谷
隆
夫
さ
ん
に
聞
く

（
朝
日
新
聞
、
令
和4

年9

月6

日
、2

1

面
）




